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始
ま
り
と
、こ
れ
か
ら
と 

―あ
ん
ど
う

ぶ
ん
え
い

安
藤　

文
英

（
医
療
法
人 

西
福
岡
病
院 

理
事
長
）

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
こ
に
「
生
き
が
い
」
２
０
０
号
を
お
届

け
で
き
ま
し
た
こ
と
、
う
れ
し
く
存
じ
ま

す
。

　

17
年
前
、
法
人
広
報
紙
の
創
刊
を
思
案

し
て
い
た
私
は
、
編
集
な
ど
発
行
全
般
を
外
部
の
方
に
お
願
い
し

よ
う
と
発
起
し
ま
し
た
。
そ
の
取
り
纏
め
役
と
し
て
今
は
亡
き
井

上
則
之
さ
ん
に
白
羽
の
矢
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
お
人
柄
や
多
芸

多
才
ぶ
り
が
私
の
構
想
に
最
適
の
方
で
あ
る
と
確
信
し
た
の
で

す
。
あ
る
寒
い
丁
度
今
頃
、
氏
の
お
宅
に
お
願
い
に
参
上
し
ま
し

た
。
九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
患
者
で
あ
り
そ
の
奥
様
も
当
院
外

来
で
私
が
担
当
す
る
、
そ
ん
な
誼
で
は
あ
り
ま
し
た
が
ふ
た
回
り

の
年
の
差
、
緊
張
し
居
ず
ま
い
を
正
し
て
お
り
ま
し
た
。
結
果
、

私
の
一
途
な
思
い
を
真
っ
直
ぐ
に
受
け
止
め
て
い
た
だ
き
、
企
画

を
思
慮
深
く
練
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
健
康
随
筆
と
表
紙
絵
な

ど
の
装
丁
に
つ
い
て
の
細
か
い
約
束
事
は
今
に
至
る
植
木
と
み
子

四
代
目
編
集
長
の
も
と
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
氏
が
亡
く
な
ら

れ
、
後
を
追
う
よ
う
に
夫
人
が
逝
か
れ
て
早
く
も
10
年
が
経
ち
ま

し
た
が
、
当
時
の
こ
と
は
鮮
明
で
す
。
そ
し
て
思
い
出
す
た
び
心

豊
か
な
気
分
に
な
れ
る
の
で
す
。

　

忘
年
の
友
と
申
し
ま
す
。
世
代
を
超
え
て
共
通
の
目
標
を
持
ち

そ
れ
を
個
々
の
夢
に
昇
華
す
る
。
こ
れ
ぞ
「
生
き
が
い
」
に
通
じ

る
将
に
人
生
の
醍
醐
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
氏
と
交
わ
し

た
、
毎
月
発
行
を
継
続
し
て
ゆ
く
、
こ
の
約
束
の
遂
行
は
私
の
生

き
が
い
で
す
。
ま
た
、
此
処
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
の
も
読

者
の
皆
様
の
ご
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
こ
こ
に
深
甚
な
る
感
謝
を

い
た
し
ま
す
と
共
に
引
き
続
き
の
ご
愛
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
と

ま
さ

よ
し
み

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定
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西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

2016年

月号1

SINCE 1999
200号
ありがとう創刊 広報紙「生きがい」は、おかげさまで創刊200号を迎えました。

お陰さまで、おめでたい百を二回重ねることが出来ました。これまでこの「生きがい」を支えてくださいました、読者、執筆者、すべての関係のみなさまに、心か
らお礼を申し上げます。私たちはさらに百を重ねることが出来るよう精進して参ります。どうぞ今後ともご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。（編集長）



副
院
長
　
山
田 

幸
生

　
1
9
5
5
年
9
月
に
開
院
さ
れ
60
周

年
を
む
か
え
誠
に
め
で
た
く
、
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
私
は

2
0
0
3
年
4
月
に
就
職
し
丸
12
年
に

な
り
1
／
5
の
在
職
に
す
ぎ
な
い
が

…
。
こ
の
間
に
も
目
ま
ぐ
る
し
く
医
療

行
政
は
変
化
し
て
い
る
。
政
府
は
、
医

療
資
源
を
ふ
や
さ
ず
病
院
の
質
を
落
と

さ
な
い
で
患
者
に
は
入
院
生
活
を
快
適

と
は
い
か
な
く
て
も
安
心
、
安
全
に
送

れ
る
よ
う
に
病
院
の
体
制
を
整
え
る
よ

う
要
求
し
て
い
る
。
し
か
し
、
病
院
の

経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
な
ん
の
意
味

も
な
い
。
そ
の
た
め
病
院
の
方
向
性
を

誤
ら
ず
立
て
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
理
事
長
の
ご
心
労
は
い
か
ば
か
り

か
…
。
こ
こ
12
年
の
間
の
変
化
を
顧
み

る
と
、
そ
れ
は
病
棟
の
再
編
で
あ
ろ
う
。

①
結
核
病
床
を
減
ら
し
、②
療
養
病
棟

の
病
床
を
へ
ら
し
、
そ
の
分
③
回
復
期

リ
ハ
病
棟
、④
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
増
設

さ
れ
た
。
そ
し
て
、⑤
一
般
病
棟
の
半

分
を
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
変
更
さ
れ

た
。
今
後
も
変
わ
っ
て
い
こ
う
が
前
進

し
て
い
き
た
い
し
病
院
の
基
本
理
念
は

変
わ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
る
。

老
人
保
健
施
設
西
寿
施
設
長
　

北
原 

靖
久

　
西
福
岡
病
院
創
立
60
年
そ
し
て
広
報

紙
「
生
き
が
い
」
創
刊
2
0
0
号
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
継
続
は
力
な
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
何
事
も
信
念

と
そ
れ
に
沿
っ
た
努
力
な
く
し
て
継
続

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
西
福

岡
病
院
は
、
社
是
「
利
用
さ
れ
る
方
々

に
学
ぶ
」「
納
得
と
安
心
医
療
」
の
下
、

私
が
来
た
15
年
前
に
病
院
は
既
に
創
立

45
年
を
迎
え
て
活
発
に
増
改
築
を
行
っ

て
お
り
、
発
展
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

「
生
き
が
い
」
も
既
に
一
年
前
か
ら
初

代
井
上
則
之
編
集
長
の
信
念
あ
る
方
針

で
発
行
さ
れ
、
見
ご
た
え
の
あ
る
冊
子

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
二
代
、

三
代
そ
し
て
現
在
の
四
代
編
集
長
の
も

と
に
、
一
号
の
休
み
も
な
く
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。私
は
、す
ぐ
に
西
寿
に
移
っ

た
の
で
西
福
岡
病
院
に
ど
れ
だ
け
貢
献

で
き
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、「
生

き
が
い
」
に
は
、
昨
年
だ
け
で
も
3
回

特
集
に
書
か
せ
て
頂
き
読
者
の
方
々
の

健
康
に
多
少
と
も
お
役
に
立
て
た
の
で

は
な
い
か
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

耳
鼻
咽
喉
科
医
師
　
森
園 

哲
夫

　
西
福
岡
病
院
の
60
周
年
記
念
、
ま
こ

と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
病
院
に
勤
務
を
始
め
て
、
10
年

余
と
な
り
ま
す
。
温
顔
和
語
の
故
安
藤

精
彌
理
事
長
と
廣
田
暢
雄
病
院
長
（
当

時
）
に
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
の
日
本
料
理

店
で
初
め
て
お
会
い
し
た
時
、
即
座
に

奉
職
を
決
め
ま
し
た
。
故
安
藤
先
生
は
、

そ
の
後
も
少
し
は
慣
れ
ま
し
た
か
、
な

ど
と
何
く
れ
と
な
く
私
に
気
を
使
っ
て

い
た
だ
き
、
と
て
も
心
強
く
思
っ
て
い

ま
し
た
。

　
福
大
耳
鼻
科
初
代
教
授
の
曽
田
豊
二

名
誉
教
授
も
当
院
の
耳
鼻
科
に
勤
務
し

て
お
い
で
で
、
曽
田
先
生
か
ら
も
、
耳

鼻
科
で
や
り
残
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら

手
伝
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
お
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
以
来
、
曽
田
先

生
の
お
守
役
を
自
認
し
て
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
時
代
の
流
れ
で
、
高
齢
者

の
嚥
下
障
害
の
検
査
な
ど
も
増
え
て
き

ま
し
た
。
幸
い
に
、
毎
日
午
前
中
は
福

大
耳
鼻
科
の
応
援
医
師
が
来
て
く
れ
ま

す
の
で
、
若
い
ド
ク
タ
ー
の
英
文
論
文

を
査
読
訂
正
し
た
り
自
分
の
勉
強
を
し

た
り
す
る
余
裕
も
あ
り
、
こ
の
病
院
勤

務
を
大
い
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

名
誉
院
長
　
廣
田 

暢
雄

　
今
年
、
創
立
60
周
年
を
迎
え
る
医
療

法
人
、
西
福
岡
病
院
は
、
昭
和
30
年

（
1
9
5
5
年
）
秋
に
、
結
核
療
養
所

と
し
て
誕
生
し
た
。
前
理
事
長
　
安
藤

精
彌
先
生
が
、
九
大
胸
部
疾
患
研
究
所

と
の
医
師
交
流
の
場
と
し
て
開
設
さ
れ

た
。

　
そ
の
後
、
診
療
内
容
の
充
実
の
た
め

の
増
改
築
、
リ
ハ
ビ
リ
施
設
、
総
合
外

来
、
各
科
の
増
設
等
、
前
理
事
長
は
、

精
力
的
に
、
病
院
機
能
の
充
実
に
努
力

さ
れ
、
今
日
の
総
合
病
院
に
発
展
さ
せ

ら
れ
た
。

　
私
が
赴
任
し
た
平
成
9
年
4
月
に
は

老
健
施
設
の
鎚
音
が
響
い
て
お
り
、
理

事
長
を
長
男
の
安
藤
文
英
先
生
に
譲
ら

れ
、
会
長
に
な
ら
れ
た
。
文
英
理
事
長

に
な
っ
て
か
ら
、
一
般
病
棟
を
新
築
さ

れ
、
更
に
、
緩
和
ケ
ア
病
棟
を
増
築
さ

れ
た
。

　
今
日
で
は
、
病
院
構
造
の
変
化
、
患

者
さ
ん
の
高
齢
化
に
伴
い
、
合
併
症
も

多
く
、
そ
の
点
、
総
合
病
院
化
し
た
西

福
岡
病
院
は
、
各
科
相
互
の
横
の
連
携

に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
合
併
症
も
専
門
的

治
療
が
可
能
な
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
、
大
変
な
福
音
と
な
っ
て
い
る
。

西
福
岡
病
院
60
年
の
歩
み

私
と
西
福
岡
病
院

西
福
岡
病
院
　
60
年
の
歴
史

西
福
岡
病
院
と「
生
き
が
い
」と
私

年
の
歴
史

SINCE 1999
200号
ありがとう創刊
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● 生きがい　1月号



1955年9月1日 長垂療養所開設（正面）1955年9月1日

1985年 西福岡病院全景2015年 西福岡病院全景

西
福
岡
病
院
の
沿
革
　
1
9
5
5
▼
2
0
1
5

【
昭　

和
】

30
年
９
月 

医
療
法
人
長
垂
療
養
所
開
設
（
職
員
数
34
名
）、

 

診
療
科
：
呼
吸
器
科
、
病
床
数
1
0
6
床

 

管
理
者
：
安
藤
精
彌　

理
事
長
：
小
林
礼
子　
　

38
年
７
月 

法
人
名
称
を
医
療
法
人
青
心
会
西
福
岡
病
院
へ
改
称

39
年
６
月 

新
館
、
管
理
棟
新
築
、
外
科
開
設
、
病
床
数
1
2
6
床

58
年
１
月 

法
人
名
称
を
医
療
法
人
西
福
岡
病
院
に
改
称

61
年
５
月 

病
床
数
2
5
0
床
（
一
般
1
9
0
床
、
結
核
60
床
）

【
平　

成
】

９
年
２
月 

外
来
棟
新
築
工
事
、
透
析
セ
ン
タ
ー
（
38
床
）
開
設

９
年
12
月 

療
養
型
病
床
群
療
養
環
境
（
Ⅱ
）
届
出
（
48
床
）

10
年
５
月 

介
護
老
人
保
健
施
設
「
西
寿
」
開
設

11
年
２
月 

新
会
長
安
藤
精
彌
就
任

 

新
理
事
長
安
藤
文
英
就
任

11
年
６
月 

広
報
紙
「
生
き
が
い
」
発
行
開
始

14
年
５
月 

外
来
棟
増
築
工
事
竣
工

14
年
10
月 

本
館
棟
新
築

15
年
５
月 

医
療
機
能
評
価　

複
合
病
院
種
別
B　

認
定

19
年
３
月 

緩
和
ケ
ア
病
棟
竣
工

20
年
４
月 

D
P
C
対
象
病
院
と
し
て
の
算
定
開
始

21
年
１
月 

新
院
長
中
垣
充
就
任

21
年
12
月 

T
Q
M
発
表
大
会　

開
始

22
年
４
月 

院
内
保
育
所
「
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
」
開
設

24
年
３
月 

O
B
・
O
G
会
第
１
回
総
会
開
催

26
年
１
月 

第
4
代
「
生
き
が
い
」
編
集
長 

植
木
と
み
子
氏
就
任

26
年
10
月 

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
開
設
（
45
床
）

27
年
９
月 

法
人
開
設
60
周
年
記
念
日

27
年
11
月 

電
子
カ
ル
テ
稼
働
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今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

副島
原田

國武
安藤（文）／山田
大園
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

飯田
原田
髙野
國武

安藤（文）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
森園／非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
團

國武（1・3・5）
安藤（文）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野
團

安藤（文）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武
安藤（文）
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

副島
金子（15時まで）

國武
山田

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

森園／非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）
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医療法人
西福岡病院

西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

住　所
講　師
会　費

「医食同源その１・２・3・4」に来られていない方にも
分かる内容となっております。

西区 生の松原3-18-8
外科医師 院長　中垣　充
無料

と　き 平成28年1月23日（土）
午前10時より午前11時まで

場　所 医療法人西福岡病院  本館3階会議室
☎　092-881-1331

《　　 医食同源  その 5  》今月の
テーマ ／

807

808809

810

子育てミニミニひろば

お正月
あそび

◎場所　西陵公民館　児童等集会室
◎対象　0～3歳児と保護者
◎指導　保育士 大歯美穂子さん

公民館清掃の
お知らせ

日時 1月21日㈭ 10：00～12：00

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

様
の
希
望
に
満
ち
た
元

旦
に
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
9
月
に
当
法
人
は
創
立
60
周
年
を
迎

え
、
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

本
誌
「
生
き
が
い
」
は
17
年
目
と
な
り
、
こ
の
1

月
号
が
丁
度
2
0
0
号
に
な
り
ま
す
が
、
近
く
「
通

巻
2
0
0
号
祝
賀
会
」
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

四
代
目
編
集
長 

植
木
と
み
子
女
史
の
御
活
躍
で
人

の
繋
が
り
の
輪
が
よ
り
拡
が
っ
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て

ジ
ャ
ン
ル
や
内
容
も
実
に
多
彩
で
次
の
発
行
を
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
る
読
者
の
御
意
見
が
よ
く
耳
に
入

り
ま
す
。
皆
様
に
育
て
て
頂
い
て
本
紙
が
よ
り
成
長

す
る
事
を
切
望
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
干
支
は
「
申
」
で
す
。
私
が
中
学

生
の
時
、
歴
史
部
に
属
し
て
い
て
熱
中
し
た
事
の
1

つ
に
地
域
の
道
祖
神
の
調
査
が
あ
り
ま
し
た
。
大
宰

府
の
水
城
付
近
よ
り
大
野
城
に
向
か
う
道
筋
の
分

岐
点
に
大
変
素
朴
な
石
塔
が
い
く
つ
も
立
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
「
庚
申
天
」
の
字
が
彫
っ
て
あ
り
、

歴
史
部
の
先
生
よ
り
平
安
か
鎌
倉
時
代
位
の
古
さ

と
聞
い
て
大
変
驚
い
た
事
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

し
か
も
そ
こ
を
通
る
旅
行
者
や
地
元
の
御
老
人
方

が
手
を
合
わ
せ
て
一
生
懸
命
祈
っ
て
あ
る
の
で
す
。

人
生
は
旅
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
分
岐
点
で
ど
ち
ら

の
道
に
危
険
や
災
害
が
待
ち
受
け
て
い
る
か
誰
も
わ

か
ら
な
い
の
で
す
。
道
案
内
の
「
申
」
を
、
石
塚
に

彫
っ
た
「
庚
申
天
」
や
「
猿
田
彦
」
伝
説
に
は
古
代

よ
り
人
々
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
土
着
し
、
現
代

に
も
沢
山
の
人
々
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
西

福
岡
病
院
は
地
域
の
皆
様
の
「
庚
申
天
」
と
な
っ
て

健
康
増
進
に
努
め
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

本
年
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

院　

長　

中
垣　
　

充

新
年
の
ご
挨
拶サ

ル

サ
ル

コ
ウ
シ
ン
テ
ン

公民館図書コーナー
には、絵本・文庫本な
ど置いています。お気
軽 に足を
運んで下さい。

1月11日（月・祝）は、業者に
よるワックスがけのため全
室利用できません。ご了承
ください。


